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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 京都大学 学長名 尾池和夫 拠点番号 F16 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域>

２．拠点のプログラム名称 
（英訳名） 

融合的移植再生治療を目指す国際拠点形成  (Establishment of International COE for 

Integration of Transplantation Therapy and Regenerative Medicine) 

    研究分野及びキーワード <研究分野：外科系臨床医学 >( 臓器・細胞移植 )( 再生医学 )( 幹細胞 )( 先端治療 )( 生命倫理 )

３．専攻等名 
医学研究科(医学専攻（平成１８年４月１日変更、外科系専攻、内科系専攻、生理系専攻、脳統御医学系専

攻）)、再生医科学研究所、医学部附属病院 

４．事業推進担当者           計 28 名 
ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 現在の専門 
学 位 

役割分担 
(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

(拠点リーダー) 
UCHIYAMA  TAKASHI   

内  山     卓  
 
TANAKA  KOUICHI   

田  中    紘   一  
 
TAKADA YASUTSUGU  

高 田  泰 次  
  
UEMOTO  SHINJI   

上 本  伸 二  
NAKAO  KAZUWA 

中  尾    一   和    
SEINO  YUTAKA    

清 野   裕     
YAMADA   YUICHIRO 

山  田    祐  一  郎   
INAGAKI  NOBUYA   

稲 垣  暢 也   
NAKAHATA  TATSUTOSHI  

中  畑    龍   俊   
TAKAHASHI  JUN  

高 橋   淳  
 
SHINOHARA TAKASHI   

篠  原    隆   司   
NAKATSUJI  NORIO 

中  辻    憲  夫   
  
TABATA  YASUHIKO 

田  畑    泰   彦   
NAGASAWA  TAKASHI  

長  澤    丘  司   
ITO     JUICHI  

伊  藤    壽  一  
NAKAMURA TAKASHI  

中  村    孝  志   
KOMEDA  MASASHI  

米  田    正  始   
OHMORI  HARUNORI  

大  森    治  紀   
IDE   CHIZUKA   

井 出 千 束  
SUZUKI  YOSHIHISA  

鈴  木    義  久   
DEZAWA  MARI  

出 澤  真 理   
MIYACHI  YOSHIKI  

宮  地    良  樹   
SEHARA  ATSUKO 

瀬  原    淳  子   
HIRAKI   YUJI   

開    祐  司  
SAKAGUCHI  SHIMON  

坂  口    志  文    
YAMANAKA  SHINYA  

山 中  伸 弥  
  
 TAKAHASHI MASAYO  

高  橋    政  代   
  
MAEKAWA   TAIRA   

前  川     平  

 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
（平成１７年４月から拠点リーダー） 
大学院医学研究科医学専攻・教授（平成１７年３月
31 日定年退職・拠点リーダー辞任、同年４月１日か
ら非常勤講師） 
大学院医学研究科医学専攻・准教授 （平成 17 年 4
月 1 日追加、平成 19 年 3 月 31 日辞退） 
 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
（平成 19 年 4 月 1日交替） 
 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
 
大学院医学研究科内科系専攻・教授（平成 16 年 3
月 31 日辞退） 
大学院医学研究科内科系専攻・助教授（平成16年4
月 1 日交替、平成 18 年 7 月 31 日辞退） 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
（平成 19 年 4 月 1日交替） 
 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
 
再生医科学研究所再生医学応用部門・准教授（平
成１９年４月１日変更） 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
（平成 17 年 4 月 1日追加） 
物質-細胞統合システム拠点 iPS細胞研究センタ
ー・再生医科学研究所再生統御学研究部門・教授
（平成 19 年 10 月 1日所属部局追加）  
再生医科学研究所生体組織工学研究部門・教授 
 
再生医科学研究所生体機能学研究部門・教授 
 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
 
大学院医学研究科医学専攻・教授（平成 19 年 9 月
15 日辞退） 
 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
 
大学院医学研究科生理系専攻・教授（平成 17 年 3
月 31 日辞退） 
大学院医学研究科医学専攻・助教授（平成１8年 6
月 30 日辞退） 
大学院医学研究科医学専攻・准教授（平成19年4月1
日追加） 
 
大学院医学研究科医学専攻・教授 
 
再生医科学研究所再生統御学研究部門・教授 
 
再生医科学研究所生体組織工学研究部門・教授 
 
再生医科学研究所生体機能学研究部門・教授 
 
物質-細胞統合システム拠点 iPS細胞研究センター・再生医
科学研究所再生統御学研究部門・教授（（平成19年
4 月 1日追加・平成 19 年 10 月 1日所属部局追加）
 
医学部附属病院探索医療センター・助教授（平成 18
年 10 月 15 日辞退） 
 
医学部附属病院・輸血細胞治療部・教授 

 
 
血液・腫瘍内科学 
京都大学医学博士 
 
移植免疫医学 
京都大学医学博士 
 
移植免疫医学 
京都大学医学博士 
 
肝胆膵・移植外科学 
京都大学医学博士 
内分泌・代謝内科学 
京都大学医学博士 
糖尿病・栄養内科学 
京都大学医学博士 
糖尿病・栄養内科学 
京都大学医学博士 
糖尿病・栄養内科学 
京都大学医学博士 
 
発達小児科学信州大学医学博士 
 
脳神経外科学 京都大学医学博士

 

分子遺伝学 京都大学医学博士 
 
幹細胞工学 京都大学理学博士 
 
生体組織工学  京都大学工学博士

京都大学医学博士 京都大学薬学

博士 

免疫学・血液学 大阪大学医学博士
 
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 

京都大学医学博士  
整形外科学 京都大学医学博士 
 
心臓血管外科学 

京都大学医学博士 

神経生物学 東京大学医学博士 
 
機能微細形態学 
東京大学医学博士 
 
形成外科学 京都大学医学博士 
 
機能微細形態学 千葉大学医学博
士 
 
皮膚科学 京都大学医学博士 

 
発生生物学 京都大学医学博士 

 
細胞生物学 大阪大学理学博士 
 
免疫学 京都大学医学博士 
 
幹細胞生物学  
大阪市立大学医学博士 
 
眼科学 京都大学医学博士 
 
細胞プロセッシング 
京都府立医科大学医学博士 

 
 
造血器腫瘍に対する養子免疫療法の開発 
 
生体肝・小腸移植と生体膵島移植の実施 
制御性Ｔ細胞の肝移植免疫への応用研究 
 
生体肝・小腸移植と生体膵島移植の実施 
 
生体肝・小腸移植と生体膵島移植の実施 
 
血管内皮・平滑筋細胞の再生に関する研究 
 
生体膵細胞移植の実施とドナーの管理 
 
生体膵細胞移植の実施とドナーの管理 
 
生体膵細胞移植の実施とドナーの管理 
 
 
造血幹細胞の増幅と移植治療への応用 
 
 
神経再生によるパーキンソン病の治療法の開発研
究  
生殖幹細胞に関する基礎研究 
 
ＥＳ細胞株研究 

 

生体組織工学技術の治療への応用 

 
 
血液系細胞、心血管系細胞の分化と増殖に関する

研究 

内耳細胞の再生に関する研究 
 
軟骨細胞の再生に関する研究 
 
心筋細胞の再生に関する研究 

増殖因子をもちいた血管新生療法の開発 

神経系細胞の分化機構に関する研究 
 
脊髄再生に対する骨髄間質細胞の役割に関する基

礎的研究 

間葉系細胞から脊髄の再生に関する研究 
 
神経幹細胞を用いた再生医学研究およびその治療

への応用  
皮膚の移植再生に関する研究 
 
筋細胞の分化に関与する分子機構の解明 

 

間葉系幹細胞の増殖分化と軟骨形成機構に 

関する研究 

制御性Ｔ細胞による移植免疫に関する研究 

 

人工万能幹（iPS）細胞に関する研究 

 

網膜細胞の分化再生に関する研究 

 

ＧＭＰ準拠細胞プロセッシング技術の開発 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 
年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 150,000 143,000 147,600 
160,570 
（16,057） 

162,000 
（16,200） 

763,170 
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６．拠点形成の目的  

 わが国における脳死臓器移植の現状を見る

時、ドナー臓器の圧倒的不足などから、治療法

として今後の進展はきわめて難しいと言わざ

るを得ない。この意味において、２１世紀に入

り爆発的スピードで発展しつつある移植医学

と再生医学各々の研究を高所から鳥瞰したと

き、「移植」と「再生」を共通言語とする強固

な基礎研究のプラットフォームから生み出さ

れる成果を融合してあたらしい治療法の開発

に結実させ、その福音を一刻もはやく病める

人々に還元することが、先端医療開発をその特

色のひとつとしている京都大学に社会的に強

く要請されていることは自明である。あたらし

い治療を開発するためには、「移植」の領域か

ら見れば臓器や幹細胞のもつ再生能力の発現

が不可欠であり、「再生」の分野から見れば移

植された細胞や臓器・組織がその環境に適応し

て効率良く生着させることが不可欠である。た

とえば、生体肝移植ドナーでは残存肝から肝組

織が再生し、１ヶ月以内にもとの肝臓の大きさ

に復する。すなわち、生体肝移植は肝臓の再生

能力を応用した移植治療であると言える。造血

幹細胞移植もまたしかりである。このように再

生医学の基礎研究から得られる成果は、移植治

療のより大きな発展に必ず繋がると考えられ

る。加えて、個々の細胞から営まれる細胞社会

の不思議を解き明かし、臓器再生のメカニズム

や生命のリプログラミングの原理を知ること

ができれば、再生医学の基礎研究に立脚したあ

たらしい移植治療のパラダイムを構築するこ

とも可能となろう。 

 「移植」と「再生」の各々の分野において京

都大学が持つ全知力を融合させ、そのマグマの

なかからあたらしい治療法を開発し、成果を世

界にひろく発信することが今われわれに求め

られている責務である。本拠点形成は、「移植」

と「再生」が融合した基礎研究と治療開発研究

および教育の世界最高レベルのネットワーク

拠点として、京都大学医学研究科・医学部と再

生医科学研究所をより一層活性化させること

を目的とするものである。同時に、革新的な移

植・再生治療法を開発して社会に還元し、本拠

点形成を通じて「人を愛し、病めるものを救う」

という考え方に共感する多くの基礎研究者や

臨床研究者に生命倫理に対する確固とした見

識を持たせ、医学研究や先端医療開発と言う長

い航海に船出してゆく若い人々の羅針盤とな

るべく、明確な方向性を示すことが本拠点形成

の究極の目的である。具体的には以下のものが

あげられる。 

① ＥＳ細胞などの幹細胞をもちいた研究など

再生医学の強固な基礎研究のプラットフォ

ーム上に移植治療を立脚させ、従来の発想

にとらわれない新規の治療法の開発を行う。 

② 本拠点はアジア環太平洋諸国の大学・研究

所と広く連携し、教育研究の成果を全世界

に発信させるため、若手を中心とした人材

育成を視野に入れ、本拠点は、そのネット

ワークのハブとしての役割を有する。 

③ わが国で不足している「移植・再生治療」

の生命倫理に関する慧眼をもった専門家を

育成する。 

④ 医学的治療限界と生命倫理との接点を大学

院教育において重視し、「人を愛し、病め

るものを救う」という医療の原点に共感で

きるような情熱と自覚をもたせるための教

育を展開する。 

⑤ 基礎医学、理学、工学、農学、薬学系の研

究者が縦横に綾なして、臨床応用を考慮し

つつ個々の研究者の自由闊達な発想から生

みだされるシーズを基にボトムアップ型の

研究体制を構築し、その研究開発基盤を強

固なものにする。 

⑥ 同時に、このような強固な基礎研究のプラ

ットフォームから芽生える成果をもとに、

臨床応用を実現させるために必要な到達目

標を明確に設定し、移植再生治療のトラン

スレーショナル・リサーチを計画する。 

⑦ 付加価値の高い産業化など実学的な観点か

ら企業と連携するため、異分野の研究者を

積極的に取り込み、産学の研究者がその垣

根を超えて協力できる体制を構築する。 
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７．研究実施計画   

 平成１５年度：（１）「臓器」（臓器移植治

療から細胞移植再生治療へ）、（２）「幹細胞」

（幹細胞の再生能力を利用した移植治療）、

（３）「免疫」（移植を制御する免疫機構を応

用した治療）の３つの重点領域を設定し、２本

の縦糸である「移植」と「再生」のあいだの横

糸として織り込む。そのため、各領域間には共

通の研究者を数多く配置し、研究者間の交流・

意見情報交換・共同研究を活発に行う（クロ

ス・ファンクショナルな研究体制）。 

（１）「臓器」領域：すでに生体肝移植におい

て国際的にも他の追随を許さない治療実績が

あり、先端医療開発の国際拠点としての素地が

形作られている。制御性Ｔ細胞による免疫寛容

導入法を確立し、肝移植治療成績のさらなる向

上を図る。 

（２）「幹細胞」領域：造血系、神経系、間葉

系の各幹細胞の分化・増殖に関する研究基盤に

立脚した治療法の開発が含まれる。再生医科学

研究所に設置された幹細胞医学研究センター

から供給されるヒトＥＳ細胞を用いた造血発

生や組織の発生・分化に関する研究、ならびに

臓器形成過程に関与する遺伝子発現に関する

基礎研究を行う。 

（３）「免疫」領域：免疫寛容を効率的に誘導

し、移植肝の生着率を向上させる細胞治療法の

開発を行う。 

 なお、本拠点形成では「移植」と「再生」治

療が、臓器移植→細胞移植→再生移植治療へと

推移し融合してゆく潮流を俯瞰し、前半は臓器

移植治療と細胞移植治療の臨床応用に重点を

置き、移植治療に関する国際教育研究拠点とし

ての基盤を整備する。具体的には、平成１５年

度と１６年度にかけて、細胞治療や再生治療に

必須の治療用ヒト細胞を臨床試験に提供する

目的で整備された細胞プロセシングセンター

や、研究成果を世界に発信し、先端的移植再生

治療に関する教育研究のハブとなるべくe-テ

レカンファレンスシステムなどを整備する。 

 

平成１６年度： 臓器移植治療は細胞移植へと

展開しつつあり、同時に数年後に馥郁として開

花すると期待される再生医療の発展を視野に

入れ、その科学的な基礎研究基盤を強固にする。

具体的には「臓器移植」の領域において、生体

肝移植の移植手技と術後管理を学ぶべく、アジ

アはもとより世界各国から多数の研修生を受

け入れ、その治療法などを教授して研究教育セ

ンターとしての役割を担う。また、あたらしい

細胞移植治療として、I 型糖尿病患者に対して

膵島細胞の移植などを実施する。 

 「幹細胞」の領域では、未分化な細胞から目

的とする機能をもつ細胞を分化誘導させるメ

カニズムを解明することが不可欠であり、体性

幹細胞をもちいた研究とともに、旺盛な多分化

能を有する胚性幹細胞（ES細胞）を利用した研

究を加速させる。 

 

平成１７年度：平成１５年度、１６年度におい

ても実施してきたが、本拠点形成の基盤が整備

され、再生医学の基礎研究成果の臨床応用が目

前に迫るにおよび、再生医学研究あるいは治療

開発における研究者の倫理観や生命倫理に関

する議論を引き続き行う必要がある。本拠点に

よる研究成果の恩恵を受ける病める人々の立

場を理解し、また幹細胞・再生治療に対する社

会的理念が流動的であることも十分に踏まえ

て、本拠点形成に参画する医師、医学研究者の

一層の研鑽を行う。 

 

平成１８年度：過去３年間の本拠点形成の成果

として、すでに治療法として臨床応用されている

事項については、その治療法を世界に発信するた

め臓器・細胞移植等のトレーニングコース(TC)

を強力に推進し、治療開発ネットワークを構築し

て、細胞移植治療および再生治療開発の世界的教

育研究機関としての役割を担う。 

 

平成１９年度：成果をあげている膵島移植や樹

状細胞療法などの先端的な細胞治療をさらに推

進させるとともに、骨・軟骨の難治性疾患などに

対するあたらしい再生治療法を確立させる。また、

免疫寛容誘導法の基礎研究を臨床に応用するた

めの検討を行う。本年度は本拠点形成の最終年度

であり、これまでの研究成果を世界に発信し、国

内外の研究者による外部評価を受けるため、移植

再生治療に関する国際シンポジウムを６月下旬

に開催する。 
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８．教育実施計画 

 本拠点における教育目的は、①「医療」とい

うことをつねに念頭におき、生命の基本原理を

追求すると同時に、病態の解明に飽くことのな

い情熱を傾けられる基礎研究者、新規治療法の

開発に忍耐強く取り組める臨床研究者、② 確

固とした倫理規範を持ち、異なる分野の研究者

と良好なコミュニケーションを保ちつつ、研究

開発においては切磋琢磨できる人間性豊かな

研究者、③ わが国のみならず、アジア近隣諸

国へ研究成果の恩恵を広めることなど、地球規

模で社会的に貢献することの重要性を認識し

ている、とくに若い研究者を育成する。 

 具体的には、①将来の移植・再生治療の開発

を担う若い人材を集中的に育成するため、COE

研究員やRAなどのポストをあらたに用意し、若

手研究者のキャリアパスを広げる。②修士およ

び博士課程の大学院生が研究開発に専念でき

る環境を作り出し、異分野の若い研究者を積極

的に取り込む。③国際シンポジウムを開催し、

研究成果を海外へ発信させ国際感覚を身につ

けるため、とくに若い研究者が外国での本拠点

での研究遂行に必要な海外での国際シンポジ

ウムに参加する場合は、旅費などを積極的に援

助する。④アジア環太平洋地域における移植再

生治療開発のハブとなるべく、移植再生治療に

関する治療および開発研究のトレーニング・プ

ログラムを設けて各国の臨床研究者や基礎医

学研究者を受け入れる。ＡＶ施設を活用し、ｅ

－テレカンファレンス・システムを通して、国

際拠点としての性格を明確に打ち出す。⑤医学

系以外の大学院生、ポスドクなどに臨床サイド

からの要求に接してもらうことを目的に、各研

究領域内および各研究領域間において医学部、

工学部、理学部などの出身者からなる融合的な

研究チームをできるだけ多く組織するように

努力する。⑥人文科学系など異分野の研究者の

協力も積極的に仰ぎ、「移植・再生」治療の生

命倫理専門家を育成する。 

 

【平成 19 年度実施の中間評価でのコメント】 

 次世代移植再生医療を目指して、計画は順調

に進行している。また人材養成にも工夫が認め

られる。生体膵島移植の世界初の成功は、評価

できるとともに、肝臓と異なり再生が確認され

ていない生体の膵島を提供したドナーについ

ても慎重な対応が検討されていることも評価

できる。本プログラムで強調されている生命倫

理に対する配慮については、安全で安心できる

安定な医療技術の開発こそ、生命倫理を論ずる

前提であることから、人材養成では技術の進歩

に常に謙虚な医師を作る努力が認められる。全

体的にみれば、順調に伸展しており、今後は臓

器移植、ES 細胞研究、免疫寛容研究の間で、お

互いに壁のない連携とともに、特に人材養成が

連携して行われることが期待される。 

 

【以上の中間評価での指摘を受けて、下記のよ

うに教育実施計画の若干の修正を行った】 

 中間評価結果のコメントに鑑み、本拠点形成

プログラムでは、「現代の医学では、基礎生物

学と医学、基礎医学と臨床医学の垣根がなくな

っており、専門分野とともにより大きな枠組み

での大学院教育が必要とされる」と言う考えの

もとに、平成１７年度に設置された大学院教育

コース「横断型・系統的医学研究キャリアパス

形成」と有機的に連携した。すなわち、従来の

大学院には、生理系、病理系、内科系、外科系、

分子医学系、脳統御医科学系の６専攻 107 分野

の研究室があったが、これを横断的に再編成し、

専攻各分野の講座（部）に所属しつつ、①細胞

生物学・細胞生理学コース、②発生・形態形成

学・生殖医学コース、③免疫・アレルギー・感

染コース、④腫瘍学コース、⑤遺伝・ゲノム医

学コース、⑥神経科学コース、⑦生活習慣病・

老化・代謝医学コース、⑧再生医療・臓器再建

医学コース、⑨病理形態・病態医学コース、⑩

臨床研究コース、⑪社会健康医学コース、⑫医

工学連携コース、が設定された。本 COE 拠点「融

合的移植再生治療を目指す国際拠点形成」の事

業推進担当者は、上記の各コースに所属するこ

とになり、コメントで指摘された「お互いに壁

のない連携」がシステム的にさらに強化されて

実施できる枠組みができあがった。平成１５年

～１９年度までCOEセミナーや若手研究者発表

会などを積極的に開催してきたが、中間評価で

の指摘を受けて、本拠点は平成１７年度からは

上記の大学院教育コースとも連携し、さらなる

人材育成に努めた。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

 平成１５年度に採択された本２１世紀COEプ

ログラム「融合的移植再生治療を目指す国際拠

点形成」では、京都大学医学研究科、医学部附

属病院、再生医科学研究所の総力をあげて、移

植治療研究、再生治療の開発研究、それに免疫

寛容導入法の開発に関する研究を行ってきた。

これらの基礎研究は学問的興味のみを追及す

るものではなく、いずれも基礎研究の成果を臨

床応用へと発展させてゆくことを研究開始当

初から目指したものである。本拠点形成が開始

された平成１５年、われわれは「移植」と「再

生」治療が、近い将来に臓器移植→細胞移植→

再生移植治療へと推移し、融合してゆく潮流を

俯瞰し、プログラムの前半には臓器移植治療と

細胞移植治療に重点を置くこととした。そして、

後半には、再生医学や免疫寛容に関する基礎研

究成果が再生治療として臨床応用されてゆく

ことを目指して努力し、その結果、下記に示す

ように、移植と再生にかかわる多くの基礎研究

のみならず、あたらしい細胞治療や再生治療法

が開発され、また臨床研究を実施することによ

り、研究成果を実際の治療法として社会に還元

することができた。同時に、生命倫理という課

題に対しても真摯に議論を重ね、研究開発のみ

でなく確固とした倫理基盤の上に立って、本プ

ログラムを遂行できたことをあわせ考えると、

本拠点形成の目的は十分に達成されたと考え

られる。 

 さらに、本拠点形成の最終年度にあげられた

人工多能性幹細胞（induced pluripotent stem 

cell, iPS細胞）に関する基礎研究成果は、再

生医学研究のみならず、生命科学研究、医学研

究にきわめて大きなブレークスルーをもたら

した。今後、その臨床応用に向けては、まだま

だ大きな困難があるが、京都大学はわが国のみ

ならず、世界のリーダー的存在としてこの分野

の研究開発を牽引してゆくと期待される。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 以下のような教育プログラムを実施し、基礎

研究や臨床研究、新規治療法の開発のみならず、

生命倫理という課題に対しても真摯に議論を

重ね、研究開発のみでなく確固とした倫理基盤

をもった若い研究者や臨床研究医の育成に尽

力した。 

1) 若手研究者発表会の定期開催 
2) COE セミナーの定期開催 
3) ヒト ES 細胞教育セミナーの開催 
4) 大学院教育コース「横断型・系統的医学
研究キャリアパス形成」との連携 

5) 再生医療に関するリレー講義「再生医療
の必須基礎と最前線に触れる」など市 

民公開講座を開催（財団法人神奈川科学

技術アカデミー、京都リサーチパーク） 

6) 京都大学の組織工学の活動の一環とし
て、ライス大学（米国、テキサス州）に

て ”Tissue Engineering Short 

Course”に参加 

7) 治療開発研究に真摯に取り組もうとす
る若手研究者をCOE研究員及びCOEリサ

ーチアシスタントとして選考後、雇用 

8) 若手研究者に海外での研究成果発表を
奨励し、旅費等の援助を実施 

9) 生体肝移植等の臓器移植手術に対する
麻酔技術トレーニングコース(TC)の実

施 

10) GMP 細胞プロセシング TC（国内の大学
および韓国ソウル大学からの研究者受

入）の実施 

11) ES 細胞培養 TC（サル ES 細胞を用いた
TC）の実施 

12) 造血幹細胞移植治療 TC の実施 
13) 造血細胞の発生分化に関する研究技術
TC の実施 

14) 本 COE の評価を兼ねた国際シンポジウ

ムを開催 

 

上記の教育プログラムの結果、「病態解明を目

指す基礎医学研究拠点」とあわせ、学内外にお

いて、教授１６名、准教授・講師２７名、助教

９４名をはじめ多数の人材を社会に送り出す

ことができた。実際、本拠点形成の後半に生み

出された細胞治療や再生治療推進の原動力と

なったのは、３０歳代の大学院生やポスドクで

あり、彼らの活躍により、臓器移植→細胞移植

→再生移植治療へと推移し融合してゆく過程
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を遂行でき、多くのあたらしい治療法を社会に

還元できたと考えている。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的
知見等 

具体的には下記の成果をあげることができた。 

（１）  臓器および細胞移植治療に関する

臨床応用 

1) 生体肝移植に関する国際教育プログラ
ム拠点としての活動→国際肝胆膵教育

プログラム拠点として国際学会から評

価を受けた。 

2) 重症糖尿病患者に対する心停止ドナー
および生体ドナーからの膵島移植治療

に成功（とくに生体ドナーからの膵島移

植は世界初） 

3) 上記、移植治療法の教育コンテンツの作
成と e-テレカンファレンスを通じた世

界へ情報発信 

4) 臓器移植、細胞移植のための新規臓器•
細胞保存液 ET-Kyoto 液を開発→膵島移

植などに応用 

5) 造血器腫瘍に対して樹状細胞をもちい
た免疫細胞療法を２例に対して実施 

6) 増幅臍帯血をもちいた造血幹細胞移植
に関して、第１例目の移植の実施 

7) 培養骨・軟骨を用いて骨壊死疾患の再生
治療を２例に実施 

8) 慢性難治性皮膚潰瘍に対して培養真皮
による再生治療研究実施準備が整い、臨

床研究の申請書を倫理委員会に提出 

9) 「ヒト幹細胞を用いた臨床研究に関す
る指針」の指示するところに従い、治験

薬 GMP レベルでの治療用ヒト細胞の調

整システムの構築 

10) 高度内耳障害に対して細胞増殖因子
（インスリン様成長因子）の内耳局所投

与による再生治療臨床試験の準備を開

始 

11) 塩基性線維芽細胞増殖因子、肝細胞増
殖因子、骨形成因子、インスリン様増殖

因子などの生体内徐放化システムの臨

床応用に向けての準備を開始 

 

（２） 再生治療に関する基礎研究 

1) マウス ES 細胞から網膜前駆細胞を効率
的に分化させることに成功 

2) Rho キナーゼ阻害剤により、網膜細胞移
植の際のアポトーシス抑制に成功 

3) マウス ES 細胞から蝸牛ラセン神経節細
胞の機能的な再生に成功 

4) Notch 阻害剤を用い、内耳有毛細胞の再
生に成功 

5) サル ES 細胞から誘導した神経系細胞を
用いてパーキンソン病モデルの治療に

成功 

6) ヒト ES 細胞株を用いて血管前駆細胞、
造血細胞、神経細胞、網膜細胞などの分

化増殖に関する研究を遂行 

7) マウス生殖細胞の発生分化における
Turdor 関連遺伝子群の機能を解析 

8) マウス精子幹細胞の長期培養に成功 
9) 関節軟骨再生メカニズムを解明 
10) 生体物質による骨再生メカニズムを解
明 

11) 間葉系幹細胞から骨芽細胞が増殖分化
するメカニズムを解明 

12) 間葉系幹細胞の再生治療における有用
性をビーグル犬月状骨モデルで証明 

13) ハイドロゲルに含有させた肝細胞増殖
因子(HGF)の徐放システムが心筋芽細胞

の移植効率を高めることを証明 

14) 膵β細胞再生を目指した新規分化誘導
法を確立 

15) 血管ホルモンであるアドレノメデュリ
ンの血管-神経再生作用を発見 

16) ヒト ANP 持続投与が下肢虚血動物モデ
ルで血管再生を改善することを証明 

17) マウス人工多能性幹細胞 (induced 
pluripotent stem cell)の作製に成功 

18) ヒ ト 人 工 多 能 性 幹 細 胞 (induced 
pluripotent stem cell)の作製に成功 

 

（３） 免疫寛容に関する基礎研究ほか 

1) 制御性 T 細胞の分子的制御機序を解明 
2) 制御性 T細胞特異的転写因子 Foxp3の遺
伝子制御機構を解明 

3) 自己免疫疾患における制御性T細胞の役
割を解明 

4) 心臓内膜組織形成における ADAM プロテ
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アーゼ（メルトリン８）の役割を解明 

5) 核酸やプラスミドの新規細胞内導入シ
ステムと徐法化システムの開発に成功 

6) 生体吸収性徐放ゲルを用いた特異的薬
物到達システムを開発 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

拠点リーダーを中心として、医学研究科・附属

病院、および再生医科学研究所に所属する事業

推進担当者により運営委員会を組織し、本拠点

形成の進捗状況や方向性の修正、さらに問題点

を討議し、各事業推進担当者相互の連携をおこ

なった。また、とくに定期的に開催した若手研

究者による発表会を通じて、各担当者間でどの

ような研究がおこなわれているのかを知るこ

とができ、多くの共同研究もあらたに立ち上げ

ることができた。その成果は枚挙するに暇がな

いが、幾多の共著論文として発表されている。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

本拠点形成が主催あるいは共催、さらに後援し

たセミナー、シンポジウムには、国内外から多

くの研究者を招き、建設的な討議をおこなって

きた。なかでも、平成１９年度に開催した２１

世紀COE国際シンポジウムでは、欧米はもとよ

りアジア諸国からの第一線の研究者のなかで、

本拠点形成の成果を各事業推進担当者から発

表し、評価を受けた。その内容は冊子として報

告しているが、本拠点における研究内容が、国

際的にも高い研究の水準であることを知らし

めることができたと考えている。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

本拠点からは多くの国際的に卓越する評価を

受けた研究成果を発信してきた。980報の論文

（英文940報、邦文40報）を発表してきた。延

べ１６回におよぶ２１世紀COEセミナー、２１

世紀COEシンポジウムを開催し、衛星通信シス

テムおよびｅ－テレカンファレンス・システム

が整備されてからはインターネットを通じて、

これらのセミナーやシンポジウム、発表会のう

ち公開できるものについては、国内外に配信し

てきた。これらのセミナーやシンポジウムには

会場での参加者だけでなく、国内はもとより国

外からも多数のアクセスがあった。延べ１０回

におよぶCOE研究員やRAによる若手研究者発表

会を開催し、若手研究者の研究の進捗状況を各

事業推進担当者が評価し、助言を行ってきた。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

本拠点形成における補助金の使用については、

基本的に「個人や個別の研究グループのために

は使用しない」、「大学院生やポスドクなどの

若い研究者の育成に使用する」、「生命倫理に

関する教育に使用する」、「移植・再生治療を

社会に還元するためのインフラストラクチャ

ーの整備に使用する」と言う方針に基づき、本

拠点形成運営員会を毎月開催し、本拠点形成に

必須でかつ他の個人研究者が獲得する競争的

資金では措置されないところに重点的かつ効

率的に使用してきた。 

 

②今後の展望 

過去５年間、われわれは本拠点形成遂行に努力

し、多くの成果をあげることができた。しかし、

われわれが目指してきたものは２１世紀COEプ

ログラムの終了をもって完結するものではな

く、次のグローバルCOEプロジェクトへ継続さ

れるものである。移植治療と再生治療の融合に

関する研究から多くの刮目すべき成果をあげ

た多くの若い研究者は、本拠点形成を通じて身

につけた「人を愛し、病めるものを救う」とい

う考え方、確固とした見識と情熱をもって臨床

と研究に邁進してゆくと考えられる。これら若

い研究者は、グローバルCOEや次世代のプロジ

ェクトに参加して大きくはばたき、さらにすば

らしい馥郁たる成果をあげ、難病に苦しむ人々

に大きな福音をもたらすことが期待される。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

本拠点形成により、京都大学が目指す先端的治

療開発のインフラ整備とともに、基礎研究者お

よび臨床研究者、そして医学、薬学、工学、理

学、農学の壁を越えたコミュニケーションの重

要性を認識することができた。膵島移植やiPS

細胞の基礎研究など本拠点形成によりあげら

れた数多くの成果は全国的、さらには世界的に

も大きなインパクトを与えることができたと

自負している。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

・「田中紘一退職記念 肝移植国際シンポジウム」（共催） 

 平成１７年４月３日  ウェスティン都ホテル京都、 参加者：約２００名 

 招待講演者：Ibrahim Marwan (Menoufiya Univ., Egypt)、Ronald W. Busuttil (UCLA, USA)、Peter Neuhaus (Univ. 

Clinic Rudolf Virchow, Germany)、Nigel Heaton (King's College Hospital, UK) 

 

・「Asian Pacific Meeting on Human Embryonic Stem Cell Research（ヒトES細胞アジア太平洋国際会議）」（共催）

 平成１７年４月１８日 京都大学医学部芝蘭会館、 参加者：約８０名（外国人２５名）  

 招待講演者：Prof. Maritin Pera (Australia), Prof. Shin-Yong Moon (Seuol, Korea) 

 Prof. Kathy Cheah (Hong Kong), Prof. Ariff Bongso (Singapore) 

 

・ ・「２１世紀COEシンポジウムー膵島移植治療と膵島再生研究の融合をめざして」（主催） 

・  平成１７年４月２５日 京都大学医学部芝蘭会館、 参加者：約１１０名 

・  招待講演者：Keiji Ishii (Miami Univ, USA) 

 

・21th COE Symposium “Dendritic cells: basic biology and their role in transplantation 

  and cellular immunotherapy” （主催） 

平成１７年９月９日 京都大学医学部芝蘭会館、 参加者：約６０名（外国人７名） 

招待講演者：Yong-Jun Liu (Chair, Immunology Director, Center for Cancer Immunology Research, M. D. Anderson 

Cancer Center, USA)、松野健二郎（獨協医科大学解剖学教授）、山中龍也（新潟大学脳研究所脳神経外科講師） 

 

・21th COE Symposium “Integration of Transplantation Therapy and Regenerative Medicine”（主催） 

  平成１９年６月２９日、３０日 京都大学医学部芝蘭会館、 参加者：約２５０名 

 （外国人５６名） 

 招待講演者：Robert Lechler (Professor, King’s College London, UK)、Jeffrey A. Bluestone (Professor, UCSF 

Diabetes Center, University of California, San Francisco, USA)、Peter Andrews (Professor, University of 

Sheffield, UK)、Ernst B. Hunziker (Professor, University of Bern, Switzerland)、Sheung-Tat Fan (Professor, 

University of Hong Kong)      
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

【生命倫理関係】 

先端医療開発研究にかかわるものは生命倫理に関して十分な知識をもつことが不可欠である。ともすれば

先端医療に埋没しがちな研究志向の拠点においては、この視点なくして、国民の共感を得られる新たな治

療法の開発は不可能だからである。本拠点形成を通じて「人を愛し、病めるものを救う」という考え方に

共感する多くの基礎研究者や臨床研究者に生命倫理に対する確固とした見識を持たせるため、下記の生命

倫理に関するシンポジウムを開催した。その詳細は冊子としてまとめ、全国の大学や研究所などに配布し

た。また、ES細胞の取り扱いに関する講習会などを実施した 

① ２１世紀COE公開シンポジウム「再生医療と生命倫理」（主催） 

 平成１６年１０月３日（日） 京都大学医学部芝蘭会館、 参加者：約１３０名 

②２１世紀COE公開シンポジウム「再生医療と生命倫理 ２」（主催） 

 平成１９年１０月６日（土） 京都大学医学部芝蘭会館、 参加者：約８０名 

③第１回生命倫理講習会（共催） 

 平成１８年６月１３日（火） 京都大学再生医科学研究所 

④第２回ヒトES細胞研究交流会（共催） 

 平成１９年３月１２日（月） 京都大学再生医科学研究所 

 

以上の他、社会健康医学系専攻分野が主催した生命倫理に関するシンポジウムにも、とくに若い研究者を

積極的に参加させた。 

 

【若手研究者のための教育セミナーと海外学会での発表の奨励】 

研究成果を国内外にあまねく発信するためには、良い科学論文を作成する必要がある。そのため、若手研

究者の教育セミナーとして下記の講演会を開催した。 

①２１世紀COE若手研究者教育セミナー「The Journal of Clinical Investigation and the World of 

Scientific Publishing（科学雑誌編集者からのアドバイス－良い科学論文を投稿するために）」 

講演者：Stacie Grossman Bloom (The Journal of Clinical Investigation, USA) 

平成１７年６月１０日（金） 京都大学医学部第一臨床講堂、参加者：約１３０名 

② 本拠点形成で得られた成果を海外の学会で発表することを奨励するため、渡航費用の一部の補助を行っ

た。各年度を前期、中期、後期の３期に分け、発表内容に関する抄録や、発表の意義などを申請させ、本

拠点形成運営委員会で、書面による審査を行い、延べ３４名の発表に対して援助を行った。参加した学会

やシンポジウムは、移植治療、細胞治療、再生医学に関するもので、基礎から臨床研究まで多くの成果を

発表することができた。国際学会発表派遣報告書を提出させて冊子としてまとめ、全国の大学や研究所な

どに配布した。 

 

【若手研究者発表会】 

本拠点形成では、COE研究員（助教相当、延べ７３名、実質３３名）とRA（延べ１２４名、実質６７名）を

書類選考により運営委員会での審議を経て採用し、プログラムの遂行の中心的存在として位置づけた。こ

れら若手研究者の研究の進捗状況を把握し、また事業推進担当者が適切な助言を行うために、計１０回の

若手研究者発表会を開催した [平成16年10月、平成17年（１月、3月、6月、12月）、平成18年（3月、7月、

12月）、平成19年（3月、11月）]。毎回の発表会では、COE研究員およびRAから１０名前後を選び、本拠点

形成に資する研究成果を発表させ、事業推進担当者による評価を行い、その結果をコメントとともに本人

に通知した。本拠点形成では、医学、薬学、工学、農学など多種多様のバックグラウンドをもった若い研

究者が参加しており、彼らの発表を聞くことにより、各事業推進担当者は異分野に属する研究者がどのよ

うな研究内容を実施しているのか知ることができ、本拠点形成の目的のひとつである、「各研究領域内お

よび各研究領域間において医学部、工学部、理学部などの出身者からなる融合的な研究チームをでき

るだけ多く組織するように努力する」が可能となった。実際、この若手研究者発表会を通じて、多く

の共同研究が生まれたことを報告したい。 

 

 
 



機関名：京都大学 拠点番号：F16 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は十分達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、移植と再生を融合させて、新しい治療法を開発し、成果

を広く発信し、高いレベルで目的は達成されており、評価できる。今後は、治療に関して

の知見について、成功率などをしっかり説明できる分析が必要になると思われる。 

人材育成面については、多くの教育プログラムを実施するとともに、中間評価結果のコ

メントに応えて、大学院教育コースの修正を行い、教育研究職を含め多くの人材を社会に

送り出しており、目的は十分達成されたと評価できる。 

研究活動面については、肝臓、膵島移植をはじめ多くの臨床応用面での研究成果が得ら

れ、再生医療、免疫寛容では基礎研究の成果が認められ、評価できる。 

補助事業終了後の持続的展開については、教育研究施設は充実し、人材も育成されてお

り、本プログラムは臨床医学的にも極めて重要なテーマであることから、今後の一層の進

展を期待する。 
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